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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素からなる矩形の元画像に基づく画像を横長の表示部に表示させる処理をコン
ピュータに実行させるためのプログラムにおいて、
　縦方向及び横方向を定める信号に従って縦方向及び横方向が定められた前記元画像から
、矩形の表示画像を切り出すための切り出し位置の情報並びに表示画像の縦方向及び横方
向の画素数の情報を含む画素情報に従って、前記縦方向に平行な縦辺、及び前記横方向に
平行な横辺を有する表示画像を切り出し、
　切り出した表示画像における縦方向及び横方向の画素数の多少を判定し、
　判定した結果、前記表示画像の縦方向の画素数が多い場合は、前記表示画像を相似拡大
した一の画像を作成し、横方向の大きさが、前記表示部の横方向の大きさから前記一の画
像の横方向の大きさを引いた値以下になるよう、矩形をなした他の画像の大きさを演算し
、
　前記一の画像及び演算して得た大きさの他の画像を横方向に並置した２画面を前記表示
部に表示するよう決定し、
　横方向の画素数が多い場合は、前記表示画像を相似拡大した画像の１画面を前記表示部
に表示するよう決定する
　処理をコンピュータに実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項２】
　前記一の画像を作成する処理は、該一の画像の縦方向を、前記表示部の上端から下端ま
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でと等しくなるよう相似拡大する処理である
　ことを特徴とする請求項１に記載のプログラム。
【請求項３】
　複数の画素からなる矩形の元画像に基づく画像を横長の表示部に表示させる表示装置に
おいて、
　縦方向及び横方向を定める信号に従って縦方向及び横方向が定められた前記元画像から
、矩形の表示画像を切り出すための切り出し位置の情報並びに表示画像の縦方向及び横方
向の画素数の情報を含む画素情報に従って、前記縦方向に平行な縦辺、及び前記横方向に
平行な横辺を有する表示画像を切り出す画像処理部と、
　前記画素情報に基づいて、切り出した表示画像における縦方向及び横方向の画素数の多
少を判定する判定部と、
　前記表示画像を相似拡大する相似拡大部と、
　前記判定部が判定した結果、前記表示画像の縦方向の画素数が多い場合、横方向の大き
さが、前記表示部の横方向の大きさから前記相似拡大部が相似拡大した一の画像の横方向
の大きさを引いた値以下になるよう、矩形をなした他の画像の大きさを演算する演算部と
、
　前記表示画像の縦方向の画素数が多い場合は、前記一の画像及び前記演算部が演算した
大きさの他の画像を横方向に並置した２画面を前記表示部に表示するよう決定し、横方向
の画素数が多い場合は、前記相似拡大部が前記表示画像を拡大した画像の１画面を前記表
示部に表示するよう決定する表示決定部とを備える
　ことを特徴とする表示装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の表示装置と、
　テレビジョン放送を受信するチューナとを備え、
　前記表示決定部は、該チューナにて受信したテレビジョン放送に基づいた前記他の画像
を、前記表示部に表示するようにしてある
　ことを特徴とするテレビジョン受信機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話又はスマートフォン等の画面を表示装置に表示させるプログラム、
表示装置及びテレビジョン受信機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話又はスマートフォン等の通信を行う通信装置において表示される画像を、より
大きな画面で視たい場合がある。特許文献１には、テレビジョン受信機と通信装置とを接
続し、通信装置の表示画像データをテレビジョン受信機に送信して、テレビジョン受信機
の表示画面に表示する表示装置が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－４８０２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通信装置の表示部を横長になるよう配置した状態で、例えば写真又は録画された映像等
、縦横の比率が固定された縦長の画面を表示する場合には、両側部に画像が表示されない
領域が生じる。特許文献１に記載の表示装置では、そのような画像の表示されない領域ま
でテレビジョン受信機が表示することになり、表示部が表示する画面に無駄な領域が生じ
るという問題があった。
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【０００５】
　本発明は斯かる問題に基づいてなされたものであり、表示部の画面を有効に用いること
を目的とするプログラム、表示装置及びテレビジョン受信機を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係るプログラムは、複数の画素からなる矩形の元画像に基づく画像を横長の表
示部に表示させる処理をコンピュータに実行させるためのプログラムにおいて、縦方向及
び横方向を定める信号に従って縦方向及び横方向が定められた前記元画像から、矩形の表
示画像を切り出すための切り出し位置の情報並びに表示画像の縦方向及び横方向の画素数
の情報を含む画素情報に従って、前記縦方向に平行な縦辺、及び前記横方向に平行な横辺
を有する表示画像を切り出し、切り出した表示画像における縦方向及び横方向の画素数の
多少を判定し、判定した結果、前記表示画像の縦方向の画素数が多い場合は、前記表示画
像を相似拡大した一の画像を作成し、横方向の大きさが、前記表示部の横方向の大きさか
ら前記一の画像の横方向の大きさを引いた値以下になるよう、矩形をなした他の画像の大
きさを演算し、前記一の画像及び演算して得た大きさの他の画像を横方向に並置した２画
面を前記表示部に表示するよう決定し、横方向の画素数が多い場合は、前記表示画像を相
似拡大した画像の１画面を前記表示部に表示するよう決定する処理をコンピュータに実行
させることを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係るプログラムは、前記一の画像を作成する処理は、該一の画像の縦方向を、
前記表示部の上端から下端までと等しくなるよう相似拡大する処理であることを特徴とす
る。
【０００９】
　本発明に係る表示装置は、複数の画素からなる矩形の元画像に基づく画像を横長の表示
部に表示させる表示装置において、縦方向及び横方向を定める信号に従って縦方向及び横
方向が定められた前記元画像から、矩形の表示画像を切り出すための切り出し位置の情報
並びに表示画像の縦方向及び横方向の画素数の情報を含む画素情報に従って、前記縦方向
に平行な縦辺、及び前記横方向に平行な横辺を有する表示画像を切り出す画像処理部と、
前記画素情報に基づいて、切り出した表示画像における縦方向及び横方向の画素数の多少
を判定する判定部と、前記表示画像を相似拡大する相似拡大部と、前記判定部が判定した
結果、前記表示画像の縦方向の画素数が多い場合、横方向の大きさが、前記表示部の横方
向の大きさから前記相似拡大部が相似拡大した一の画像の横方向の大きさを引いた値以下
になるよう、矩形をなした他の画像の大きさを演算する演算部と、前記表示画像の縦方向
の画素数が多い場合は、前記一の画像及び前記演算部が演算した大きさの他の画像を横方
向に並置した２画面を前記表示部に表示するよう決定し、横方向の画素数が多い場合は、
前記相似拡大部が前記表示画像を拡大した画像の１画面を前記表示部に表示するよう決定
する表示決定部とを備えることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係るテレビジョン受信機は、上述の表示装置と、テレビジョン放送を受信する
チューナとを備え、前記表示決定部は、該チューナにて受信したテレビジョン放送に基づ
いた前記他の画像を、前記表示部に表示するようにしてあることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、２画面を表示する場合に、切り出した画像を相似拡大した一の画像を
作成し、該一の画像の大きさに従って、他の画像の大きさを演算するので、表示部の画面
を有効に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態の概要を示す説明図である。
【図２】通信装置の構成を示すブロック図である。
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【図３】画素情報の説明図である。
【図４】テレビジョン受信機の構成を示すブロック図である。
【図５】画面表示の模式図である。
【図６】画面表示の別の例を示す模式図である。
【図７】ＣＰＵの動作処理を示すフローチャートである。
【図８】ＣＰＵの動作処理を示すフローチャートである。
【図９】２画面の大きさについての説明図である。
【図１０】ＣＰＵの動作処理を示すフローチャートである。
【図１１】ＣＰＵの動作処理を示すフローチャートである。
【図１２】ＣＰＵの動作処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　第１の実施の形態
　図１は実施の形態の概要を示す説明図である。通信装置１はテレビジョン受信機２とケ
ーブル３を介して接続されている。通信装置１は、携帯電話機、スマートフォン、ＰＤＡ
（Personal Digital Assistance）、ゲーム機又はノートブック型のパーソナルコンピュ
ータ等である。ケーブル３は通信ケーブルである。通信装置１は、作成した画像情報を、
ケーブル３を介してテレビジョン受信機２に送信する。テレビジョン受信機は、画像情報
に基づく画像を画素情報に基づいて切り出して表示する。
【００１４】
　図２は通信装置１の構成を示すブロック図である。通信装置１は入力部１１と、表示部
１２と、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１３と、ＲＡＭ（Random Access Memory）
１４と、記憶部１５と、姿勢検知部１６と、通信部１７とを備える。ＣＰＵ１３は、判定
部１３１と、演算部１３２と、通信装置制御部１３３とを備える。ＣＰＵ１３は、バスを
介してハードウェア各部と接続されている。
【００１５】
　通信装置１の構成を説明する。入力部１１は、ボタン又はタッチパネル等であり、ＣＰ
Ｕ１３に動作の指示を行う指示信号を出力する。表示部１２は、液晶ディスプレイ、プラ
ズマディスプレイ又は有機ＥＬ（electro luminescence）等のディスプレイであり、矩形
状をなし、画像を表示する。
【００１６】
　姿勢検知部１６は、例えば３軸加速度センサであり、通信装置１の姿勢を検知し、自身
の姿勢を示す姿勢信号をＣＰＵ１３に出力する。即ち、姿勢検知部１６は、通信装置１の
姿勢が縦向きになっている場合は、縦向きであることを示す姿勢信号をＣＰＵ１３に出力
する。一方、姿勢検知部１６は、通信装置１の姿勢が横向きになっている場合は、横向き
であることを示す姿勢信号をＣＰＵ１３に出力する。以下では、表示部１２の長辺が鉛直
方向を向いている場合を縦向き、長辺が水平方向を向いている場合を横向きとする。なお
、姿勢信号は、表示画面における周囲の４辺のうち、どの辺が上にあるかを示す信号であ
ってもよい。
【００１７】
　ＣＰＵ１３は、記憶部１５に記憶された制御プログラムを読み出し、実行することによ
り、ハードウェア各部を制御する。また、ＣＰＵ１３は、記憶部１５に対し情報の書込及
び読出を行う。
【００１８】
　ＣＰＵ１３の判定部１３１は、姿勢検知部１６から出力された姿勢信号を入力し、縦向
きであることを示す信号であるか、横向きであることを示す信号であるかを判定する。
【００１９】
　演算部１３２は、判定部１３１が姿勢信号は縦向きを示す信号であると判定した場合に
は、表示部１２の大きさに合わせた縦長の画像となるような画像情報を作成し、該画像情
報を表示部１２に出力する。画像情報に基づく画像は、静止画であっても動画であっても



(5) JP 5683551 B2 2015.3.11

10

20

30

40

50

よく、アプリの表示画面、メニュー画面等であってもよい。一方、判定部１３１が姿勢信
号は横向きを示す信号であると判定した場合には、演算部１３２は、表示部１２の大きさ
に合わせた横長の画像となるような画像情報を作成し、該画像情報を表示部１２に出力す
る。なお、演算部１３２は、固定の姿勢信号に依存せずに、特定の向きになるよう画像を
表示するように演算してもよい。
【００２０】
　さらに、演算部１３２は、画素情報を作成する。画素情報には、縦方向及び横方向の画
素数と、画像を切り出す基準となる画素の位置を示す切り出し位置との情報が含まれてい
る。例えば、通信装置１を横向きにした状態で、写真、動画等、縦横の比率が固定した縦
長の画像を表示する場合、表示部１２の両側部には、画像が表示されない。このような場
合、画像のある領域だけを適切に切り出すことが望ましい。そこで、後述するＣＰＵ２３
は、演算により作成された画素情報に基づいて、表示内容のある一部の領域だけを切り出
す処理を行う。
【００２１】
　図３は画素情報の説明図である。表示部１２の一辺方向及び該一辺方向と垂直な他辺方
向の画素数を、夫々ｎ画素、ｍ画素とする（ｎ＞ｍ）。表示される画像が、縦横の比がｎ
：ｍの縦長の画像である場合、通信装置１が縦向きのときは、表示部１２全体に画像が表
示される。
【００２２】
　一方、通信装置１が横向きのときについて説明する。このときは、ｎ：ｍの縦長の画像
を相似縮小し、相似縮小した画像を表示部１２の中央に配置して、表示するよう、演算部
１３２が演算を行う。
【００２３】
　図３において、表示部１２のｘ行ｙ列の座標を（ｘ，ｙ）とし、左上の画素を（１，１
）とする。ｎ：ｍの縦長の画像は、相似縮小し、縦方向ｍ画素、横方向ｍ2 ／ｎ画素の画
像となる。斯かる画像を表示部１２の中央に配置する場合には、（ｎ／２－ｍ2 ／２ｎ＋
１、１）を左上の頂点として、縦方向ｍ画素、横方向ｍ2 ／ｎ画素の画像とする。この（
ｎ／２－ｍ2 ／２ｎ＋１、１）で示される位置が切り出し位置である。斯かる切り出し位
置の情報に、切り出す画像の大きさを示す、縦方向ｍ画素、横方向ｍ2 ／ｎ画素という情
報を加えた情報が画素情報である。演算部１３２は、このようにして、画素情報を演算に
よって作成する。
【００２４】
　通信装置制御部１３３は、通信装置１が例えばテレビジョン受信機２等外部機器と接続
した場合に、通信部１７を介して、表示部１２に表示される画像を示す画像情報と同じ画
像情報を外部機器に送信する。従って、画像が表示されていない領域についての画像情報
も外部機器に送信する。
【００２５】
　ＲＡＭ１４は、例えばＳＲＡＭ（Static RAM）、ＤＲＡＭ（Dynamic RAM）又はフラッ
シュメモリ等である。また、ＲＡＭ１４には、ＣＰＵ１３による各種プログラムの実行時
に発生する種々のデータが一時的に記憶される。
【００２６】
　記憶部１５は、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable ROM）、Ｈ
ＤＤ（Hard Disk Drive）又はフラッシュメモリ等である。記憶部１５には、ＣＰＵ１３
が通信装置１のハードウェア各部を機能させるために必要なプログラムが記憶されている
。また、記憶部１５には、画像情報に対応した画素情報も記憶される。
【００２７】
　通信部１７は、ネットワークインタフェースであり、ケーブル３と接続している。通信
部１７はＨＤＭＩ（登録商標）形式の他、ＭＨＬ（Mobile High-definition Link）（登
録商標）、ｍｉｒａｃａｓｔ（登録商標）方式のインタフェースであってもよい。ケーブ
ル３は、例えばＨＤＭＩ（登録商標）ケーブルであり、テレビジョン受信機２をはじめと



(6) JP 5683551 B2 2015.3.11

10

20

30

40

50

する電子機器と接続することができ、所定の規格に則り情報の送受信を行う。なお、ケー
ブル３の代わりに、例えば無線ＬＡＮ（Local Area Network）を介して情報の送受信を行
ってもよい。
【００２８】
　図４は、テレビジョン受信機２の構成を示すブロック図である。テレビジョン受信機２
は、入力部２１、表示部２２、ＣＰＵ２３、ＲＡＭ２４、記憶部２５、通信部２７、遠隔
制御受信部２６、チューナ２８１、復調部２８２及び復号部２８３を備える。チューナ２
８１には、テレビジョン受信機２の外部に設けられた放送波受信アンテナ４が接続されて
いる。また、ＣＰＵ２３は、接続信号部２３１、判定部２３２、画像処理部２３３及び表
示決定部２３４を備える。テレビジョン受信機２は、チューナ２８１にて受信したテレビ
ジョン放送に基づいて、表示装置の表示部２２に映像を表示するようにしたものである。
【００２９】
　チューナ２８１は、放送波受信アンテナ４からテレビジョン放送を受信する。テレビジ
ョン放送は、各チャンネルの映像信号、音声信号の他、番組の題名、日時及び出演者等を
示す番組情報等を表す番組情報信号等が、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Mu
ltiplexing）方式で変調された状態で含まれており、チューナ２８１は、その中から特定
のチャンネルの信号を抽出する。チューナ２８１は、抽出した信号を復調部２８２に出力
する。
【００３０】
　復調部２８２は、抽出された信号をＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）－２Ｔ
Ｓ（Transport Stream）又はＭＰＥＧ４等のストリームデータに復調して復号部２８３へ
出力する。また、復調部２８２は、復調処理と併せてチャンネル毎に分離された信号に誤
り訂正処理を行う。
【００３１】
　復号部２８３は、入力したストリームデータを復号し、映像情報を分離する。復号部２
８３は、映像データを液晶ディスプレイ、有機ＥＬ又はプラズマディスプレイ等である表
示部２２に出力する。
【００３２】
　通信部２７は、ネットワークインタフェースであり、ケーブル３と接続している。通信
部２７はＨＤＭＩ（登録商標）形式の他、ＭＨＬ（Mobile High-definition Link）（登
録商標）、ｍｉｒａｃａｓｔ（登録商標）方式のインタフェースであってもよい。ＣＰＵ
１３とＣＰＵ２３とが各種の情報を送受信する際には、通信部１７、通信部２７及びケー
ブル３を介して信号の送受信が行われる。
【００３３】
　入力部２１は例えばボタンであり、押下されることにより、電源のオンオフ、チャンネ
ル設定等を指示する指示信号をＣＰＵ２３に出力する。表示部２２は、液晶ディスプレイ
、プラズマディスプレイ又は有機ＥＬ（electro luminescence）等の矩形状のディスプレ
イであり、画像を表示する。表示部２２は横長になるよう配置されている。表示部２２は
、表示部１２より多くの画素を表示することができる。
【００３４】
　ＣＰＵ２３は、記憶部２５に記憶された制御プログラムを読み出し、実行することによ
り、ハードウェア各部を制御する。また、ＣＰＵ２３は、記憶部２５に対し情報の書込及
び読出を行う。
【００３５】
　ＣＰＵ２３の接続信号部２３１は、ケーブル３を介して、通信部１７と通信部２７とが
接続した場合には、接続信号を、ＣＰＵ１３に送信する。判定部２３２は、画素情報を受
け付けた場合に、画素情報における縦方向と横方向との画素数の多少を判定する。
【００３６】
　画像処理部２３３は、画素情報に基づいて、画像情報に基づく画像を切り出す。即ち、
画像情報に基づく画像を、切り出し位置（ｎ／２－ｍ2 ／２ｎ＋１、１）から、縦方向ｍ
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画素、横方向ｍ2 ／ｎ画素の範囲で切り出した画像を作成する。また、画像処理部２３３
は、表示部２２の画素数に対応すべく、切り出した画像を拡大する処理を行う。
【００３７】
　表示決定部２３４は、判定部２３２の判定結果に従い、画面数を設定する。即ち、判定
部２３２が、縦方向の画素数が多いと判定した場合は、表示決定部２３４は、第１画面を
左側、第２画面を右側とし、２画面を左右に並置して表示するよう設定する。第１画面は
、テレビジョン放送に基づく画像を示す画面である。また、第２画面は、切り出した画像
を拡大した画像を示す画面である。表示決定部２３４は、表示部２２に第１画面及び第２
画面の２画面を並置して表示する。ここで、表示部２２に第１画面が表示されている場合
は、表示決定部２３４は上述した画面に設定する。
【００３８】
　一方、判定部２３２が、縦方向の画素数が多くないと判定した場合は、表示決定部２３
４は、第２画面を表示するよう設定し、表示部２２に第２画面のみの１画面を表示する。
表示部２２に第１画面を表示している場合には、表示決定部２３４は、第１画面から第２
画面に切り替えて、表示部１２に表示する。
【００３９】
　図５は、画面表示の模式図である。表示部１２に第１画面が表示されている場合に、判
定部２３２が縦方向の画素数が多いと判定した場合は、表示決定部２３４は、表示部２２
に第１画面及び第２画面の２画面を並置して表示する。判定部２３２が縦方向の画素数が
多くないと判定した場合は、表示決定部２３４は、第２画面を表示する。
【００４０】
　図６は、画面表示の別の例を示す模式図である。判定部２３２が縦方向の画素数が多く
ないと判定した場合に、表示決定部２３４は、第１画面と第２画面とを並置して表示する
ようにしてもよい。
【００４１】
　ＲＡＭ２４は、例えばＳＲＡＭ（Static RAM）、ＤＲＡＭ（Dynamic RAM）又はフラッ
シュメモリ等である。また、ＲＡＭ２４は、ＣＰＵ２３による各種プログラムの実行時に
発生する種々のデータを一時的に記憶する。
【００４２】
　記憶部２５は、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable ROM）、Ｈ
ＤＤ（Hard Disk Drive）又はフラッシュメモリ等である。記憶部２５には、ＣＰＵ２３
がテレビジョン受信機２のハードウェア各部を機能させるために必要なプログラムが記憶
されている。また、記憶部２５には、送信された画像情報及び該画像情報に対応した画素
情報が記憶される。
【００４３】
　遠隔制御受信部２６は、例えばフォトセンサであり、赤外線通信による信号を受信する
。遠隔制御受信部２６は、無線ＬＡＮ規格により定められた無線通信の受信装置等であっ
てもよい。遠隔制御受信部２６は、テレビジョン受信機２外部の装置である遠隔制御装置
５から受信した制御信号を、ＣＰＵ２３に出力する。制御信号は、チャンネルの設定、画
質の調整等を指示する信号である。ＣＰＵ２３は入力した制御信号に基づいて制御を行う
。
【００４４】
　さらに、テレビジョン受信機２は、録画機器又はインターネット回線等外部から映像信
号を入力するための外部入力端子を備えていてもよい。この場合、第１画面は、斯かる外
部入力端子から入力した情報に基づく画像を表示する画面であってもよい。
【００４５】
　通信装置１の動作について説明する。通信装置１の姿勢検知部１６は、姿勢を検知し、
検知した姿勢を示す姿勢信号を判定部１３１に出力する。判定部１３１は姿勢信号を入力
し、姿勢を判定する。演算部１３２は、判定部１３１の判定結果に基づいて、画像情報を
作成する。通信装置制御部１３３は、演算部１３２が作成した画像情報を表示部１２に出
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力する。表示部１２は入力した画像情報に基づく画像を表示する。
【００４６】
　一方、通信部１７と通信部２７とがケーブル３を介して接続された場合、ＣＰＵ１３は
、接続信号部２３１から送信されたことを示す接続信号を受け付ける。通信装置制御部１
３３は、接続信号を受け付けることにより、画素情報と画像情報とをＣＰＵ２３に送信す
る。
【００４７】
　テレビジョン受信機２の動作について説明する。テレビジョン受信機２のＣＰＵ２３の
判定部２３２は、通信部２７が通信部１７と接続している場合に、ＣＰＵ１３から送信さ
れた画素情報と画像情報とを受け付ける。判定部２３２は、画素情報の縦方向の画素数が
横方向の画素数より多いか否かを判定する。
【００４８】
　表示決定部２３４は、判定部２３２の判定結果に従い、表示する画面を設定する。即ち
、判定部２３２が、縦方向の画素数が多いと判定した場合は、表示決定部２３４は、表示
部２２に第１画面及び第２画面の２画面を並置して表示するよう設定する。一方、判定部
２３２が、縦方向の画素数が多くないと判定した場合は、表示決定部２３４は、第２画面
を表示するよう設定する。表示決定部２３４は、設定に従って表示部１２に画面を表示す
る。
【００４９】
　続いて、ＣＰＵ１３が行う動作処理について説明する。図７はＣＰＵ１３の動作処理を
示すフローチャートである。ＣＰＵ１３は、姿勢検知部１６から姿勢信号を入力し（Ｓ１
０１）、該姿勢信号に応じた画像情報と画素情報を作成する（Ｓ１０２）。また、画素情
報を記憶部１５に記憶する（Ｓ１０３）。ＣＰＵ１３は作成した画像情報に基づく画像を
表示部１２に表示する（Ｓ１０４）。
【００５０】
　一方、ＣＰＵ１３は接続信号を受け付けたか否かを判定する（Ｓ１０５）。受け付けて
いない場合（Ｓ１０５でＮＯ）、ＣＰＵ１３は再度姿勢信号を受け付ける（Ｓ１０１に戻
す）。接続信号を受け付けた場合（Ｓ１０５でＹＥＳ）、ＣＰＵ１３は、記憶部１５から
画素情報を読み出す（Ｓ１０６）。ＣＰＵ１３は、読み出した画素情報と作成した画像情
報とを、ＣＰＵ２３に送信し（Ｓ１０７）、処理を終了する。
【００５１】
　一方、ＣＰＵ２３が行う動作処理について説明する。図８はＣＰＵ２３の動作処理を示
すフローチャートである。ＣＰＵ２３は、通信部１７と通信部２７とが接続されたか否か
を判定する（Ｓ１２１）。接続されていないと判定した場合（Ｓ１２１でＮＯ）、ＣＰＵ
１３は待機を続ける（Ｓ１２１に戻す）。接続されていると判定した場合（Ｓ１２１でＹ
ＥＳ）、ＣＰＵ２３は、ＣＰＵ１３から送信された画素情報と画像情報とを受け付ける（
Ｓ１２２）。また、ＣＰＵ２３は、画素情報に基づいて、画像情報に基づく画像を切り出
す（Ｓ１２３）。ＣＰＵ２３は、画素情報の縦方向の画素数が、横方向の画素数より多い
か否かを判定する（Ｓ１２４）。ＣＰＵ２３は、判定した結果、縦方向の画素数が多い場
合は（Ｓ１２４でＹＥＳ）、表示部に第１画面と第２画面との２画面を並置して表示する
よう設定する。（Ｓ１２５）。
【００５２】
　一方、判定した結果、縦方向の画素数が多くない場合は（Ｓ１２４でＮＯ）、ＣＰＵ２
３は、第２画面を表示するよう設定する（Ｓ１２６）。ＣＰＵ２３は画像情報によって表
示される画像を表示部２２に合わせて拡大する処理を行い（Ｓ１２７）、表示部１２に設
定した画面を表示して（Ｓ１２８）、処理を終了する。
【００５３】
　本実施の形態によれば、前記画素情報における一辺方向の画素数及び前記直角をなす方
向の画素数の多少を判定し、判定結果に基づいて、画素数の多い方向を垂直方向又は水平
方向として、切り出した画像を表示部１２に表示する。これにより、表示部１２の表示画
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面を有効に活用することができる。
【００５４】
　第２の実施の形態
　第２の実施の形態について説明する。本実施の形態は、２画面表示を行う場合に、第２
画面の大きさに応じて第１画面の大きさを設定する。
【００５５】
　表示画面の大きさを第１画面に合わせて設定する処理について説明する。画像処理部２
３３は、第１の実施の形態と同様の処理を行い、画素情報に基づいて、画像情報を切り出
し、相似拡大する処理を行う。ここで、画像処理部２３３は、切り出した画像の垂直方向
の画素数を、表示部２２の垂直方向の画素数と一致するよう拡大する。
【００５６】
　一方、表示決定部２３４は、第１画面の水平方向の画素数を、表示部２２の水平方向の
画素数から、第２画面の水平方向の画素数を引いた画素数に設定する。表示決定部２３４
は、第１画面の垂直方向の画素数を、表示部２２の垂直方向と水平方向との画素数と比率
が第１画面の比率と等しくなるよう設定する。
【００５７】
　表示決定部２３４が表示画面を設定する処理について、具体的に説明する。図９は２画
面の大きさについての説明図である。表示部２２の画素数が垂直方向ｅ画素水平方向ｆ画
素であり、画素情報に基づいてＣＰＵ２３が切り出した画像が、縦方向ｃ画素横方向ｄ画
素であるとする。表示決定部２３４は、垂直方向ｅ画素水平方向ｄｅ／ｃ画素とした第２
画面を、表示部２２の右側に表示するように設定する。ここで、画像処理部２３３は、切
り出した画像を、縦方向ｅ画素横方向ｄｅ／ｃ画素の画像にする処理を行う。
【００５８】
　一方、表示決定部２３４は、第１画面の水平方向の画素数を、ｆ画素からｄｅ／ｃ画素
を引いたｆ－ｄｅ／ｃ画素に設定する。第１画面の垂直方向と水平方向の画素数の比は、
表示部２２と同じくｅ：ｆである。従って、表示決定部２３４は、第１画面の垂直方向の
画素数を、水平方向の画素数をｅ／ｆ倍し、ｅ―ｄｅ2 ／ｃｆ画素に設定する。
【００５９】
　例えば、切り出した画像が縦方向４８０画素横方向３２０画素であり、表示部２２が垂
直方向１０８０画素水平方向１９２０画素であるとする。そうすると画像処理部２３３は
、切り出した画像の縦方向を１０８０／４８０＝９／４倍する処理を行う。横方向３２０
×９／４＝７２０画素とする。従って表示決定部２３４は、垂直方向１０８０画素水平方
向７２０画素とした第２画面を、表示部２２の右側に表示するように設定する。一方、表
示決定部２３４は、第１画面を、水平方向が１９２０－７２０＝１２００画素、垂直方向
が１２００×９／１６＝６７５画素と設定し、表示部１２の左側に表示するように設定す
る。
【００６０】
　なお、２画面を見易くするために、第１画面と第２画面との間に水平方向に一定画素数
の幅を持つ、画像が表示されない領域を設けてもよい。
【００６１】
　図１０はＣＰＵ２３の動作処理を示すフローチャートである。ＣＰＵ２３は、通信部１
７と通信部２７とが接続されたか否かを判定する（Ｓ２２１）。接続されていないと判定
した場合（Ｓ２２１でＮＯ）、ＣＰＵ１３は待機を続ける（Ｓ２２１に戻す）。接続され
ていると判定した場合（Ｓ２２１でＹＥＳ）、ＣＰＵ２３は、ＣＰＵ１３から送信された
画素情報と画像情報とを受け付ける（Ｓ２２２）。また、ＣＰＵ２３は、画素情報に基づ
いて、画像情報に基づく画像を切り出す（Ｓ２２３）。ＣＰＵ２３は、画素情報の縦方向
の画素数が、横方向の画素数より多いか否かを判定する（Ｓ２２４）。ＣＰＵ２３は、判
定した結果、縦方向の画素数が多い場合は（Ｓ２２４でＹＥＳ）、ＣＰＵ２３は、第１画
面及び第２画面の大きさを設定する演算を行う（Ｓ２２５）。ＣＰＵ２３は、表示部に、
設定した大きさの第１画面と第２画面との２画面を並置して表示するよう設定し（Ｓ２２
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６）、後述するＳ２２８以降に処理をすすめる。
【００６２】
　一方、判定した結果、縦方向の画素数が多くない場合は（Ｓ２２４でＮＯ）、第２画面
のみの１画面を表示するよう設定する（Ｓ２２７）。ＣＰＵ２３は画像情報によって表示
される画像を表示部２２に合わせて拡大する処理を行い（Ｓ２２８）、画像を表示して（
Ｓ２２９）、処理を終了する。
【００６３】
　本実施の形態によれば、表示部２２が２画面を表示する場合に、一の画像の大きさに従
って、他の画像の大きさを設定するので、表示部２２を有効に活用することができる。
【００６４】
　第３の実施の形態
　第３の実施の形態について説明する。本実施の形態では、表示部２２の画面表示を、１
画面表示にするか２画面表示にするかを、任意に切り替え可能にする。
【００６５】
　通信部１７と通信部２７とがケーブル３を介して接続されている場合、まず、通信装置
１が、画面数を指定する指定信号を送信する。例えば表示部２２が第１画面の１画面を表
示している場合に、通信装置１が画面数を２画面に指定する指定信号を送信する。この場
合、通信装置１は、指定信号が通信装置１の姿勢検知部１６が検知した姿勢に基づいて、
姿勢が横向きであるときは、第１画面の１画面を表示し、縦向きであるときは、第１画面
と第２画面との２画面を表示するような指定信号を送信するようにしてもよい。
【００６６】
　また、指定信号は、遠隔制御装置５から送信され、遠隔制御受信部２６を介してＣＰＵ
２３が受信するようにしてもよい。その他、指定信号は、１画面表示と２画面表示とを切
り替えることを指示する信号であってもよい。
【００６７】
　指定信号は、ＣＰＵ１３から送信され、通信部１７、２７及びケーブル３を介してＣＰ
Ｕ２３が受け付ける。このとき、ＣＰＵ２３は指定信号に従い、表示部１２が、第１画面
と第２画面との２画面を表示するよう切り替える処理を行う。
【００６８】
　一方、表示部２２が第１画面と第２画面との２画面を表示している場合に、通信装置１
が画面数を１画面に指定する指定信号を送信する。送信された指定信号は、ＣＰＵ２３が
受け付ける。このとき、ＣＰＵ２３は指定信号１２に従い、表示部１２が第２画面の１画
面を表示するよう切り替える処理を行う。
【００６９】
　図１１はＣＰＵ２３の動作処理を示すフローチャートである。ＣＰＵ２３は、指定信号
を受け付けたか否かを判定する（Ｓ３２１）。指定信号を受け付けていない場合は（Ｓ３
２１でＮＯ）、待機を続ける（Ｓ３２１に戻す）。指定信号を受け付けた場合は（Ｓ３２
１でＹＥＳ）、ＣＰＵ２３は、受け付けた時点における表示部２２に表示されている画面
数と、指定信号で指定された画面数とが一致するか否かを判定する（Ｓ３２２）。両者が
一致する場合には（Ｓ３２２でＹＥＳ）、ＣＰＵ２３は、画面数を維持したまま、処理を
終了する。一致しない場合は（Ｓ３２２でＮＯ）、ＣＰＵ２３は、表示部２２が表示する
画面数を切り替えて（Ｓ３２３）、処理を終了する。
【００７０】
　本実施の形態によれば、表示部２２が表示する画面を１画面にするか、２画面にするか
を指定することができるので、視聴者が所望する画面を表示することができる。
【００７１】
　第４の実施の形態
　第４の実施の形態について説明する。本実施の形態は画面表示が２画面の表示の場合に
、左右の画面を入れ替えることができる。
【００７２】
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　表示部２２に、第１画面が左側、第２画面が右側になるよう、左右に並置して２画面が
表示されている場合に、遠隔制御装置５が左右の画面の入れ替えを指示する入替信号を送
信する。入替信号は、遠隔制御受信部２６を介してＣＰＵ２３が受け付ける。ＣＰＵ２３
は入替信号１２に従い、第１画面を右側、第２画面を左側にする処理を行う。
【００７３】
　なお、指定信号は、通信装置１から送信され、ＣＰＵ２３が受信するような構成であっ
てもよい。
【００７４】
　図１２はＣＰＵ２３の動作処理を示すフローチャートである。ＣＰＵ２３は、入替信号
を受け付けたか否かを判定する（Ｓ４２１）。入替信号を受け付けていない場合は（Ｓ４
２１でＮＯ）、待機を続ける（Ｓ４２１に戻す）。入替信号を受け付けた場合は（Ｓ４２
１でＹＥＳ）、ＣＰＵ２３は、２画面の配置を入れ替えて（Ｓ４２２）、処理を終了する
。
【００７５】
　本実施の形態によれば、表示部２２が２画面表示を行っている場合に、並置された画面
を入れ替える指定することができるので、視聴者が所望する画面を表示することができる
。
【００７６】
　今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって、制限的なものでは無いと考え
られるべきである。本発明の範囲は、上記した意味では無く、特許請求の範囲によって示
され、特許請求の範囲と均等の意味及び範囲内でのすべての変更が含まれることが意図さ
れる。また、各実施の形態に記載されている技術的特徴は、相互に組合せ可能であり、組
み合わせることにより、新しい技術的特徴を形成することができる。
【符号の説明】
【００７７】
１　通信装置
１１　入力部
１２　表示部
１３　ＣＰＵ
１３１　判定部
１３２　演算部
１３３　通信装置制御部
１４　ＲＡＭ
１５　記憶部
１６　姿勢検知部
１７　通信部
２　テレビジョン受信機
２１　入力部
２２　表示部
２３　ＣＰＵ
２３１　接続信号部
２３２　判定部
２３３　画像処理部
２３４　表示決定部
２４　ＲＡＭ
２５　記憶部
２６　遠隔制御受信部
２７　通信部
２８１　チューナ
２８２　復調部
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２８３　復号部
３　ケーブル
４　放送波受信アンテナ
５　遠隔制御装置

【図１】

【図２】

【図３】
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